
１．２０１０年度秋季総合分科会について 
 ２０１０年度秋季総合分科会は名古屋大学において，下記の通り行われます． 

場 所： 名古屋大学大学院多元数理科学研究科 
日 時： ２０１０年９月２２日（水）より９月２５日（土）まで 
    （市民講演会は９月２６日（日）） 
開催情報のページ：http://mathsoc.jp/meeting/nagoya10sept/ 

 今回の秋季総合分科会から，オンライン講演申込・アブストラクト投稿システムを運用い
たします．これは，プログラム編成に関する開催校の事務負担の軽減を主な目的としており
ます．今回はまだ講演申込用紙による申込とオンラインシステムによる申込を並存させてお
りますが，近い将来には原則としてオンラインシステムによる講演申込に限る形で一本化す
る予定です．今回の講演申込におきましても，より多くの方がオンラインシステムを利用す
ることが，開催校を直接的に支援することにつながります．会員の皆様にはこのことをご理
解いただきますようお願いいたします． 
 以下では，オンライン講演申込と従来の講演申込用紙による申込の両方を並列して説明い
たします．オンライン講演申込のみに関することは，次項の「２．オンライン講演申込・ア
ブストラクト投稿システムについて」で解説いたします． 
 
ａ）講演申込について  
 この会で講演することを希望される会員は，オンラインシステムを用いるか，会員名簿に
とじこまれている講演申込書に記入してお申し込み下さい． 
 その際，会員番号を必ずご記入下さい．そして，講演申込用紙を用いる場合は，会員であ
る共同発表者は会員番号，会員でない共同発表者は非会員の旨をご記入下さい．オンライン
システムを用いる場合は，会員である発表者の会員番号を必ずご記入下さい．（会員番号を
用いて，発表者名の校正をある程度自動化いたしますので，このお願いをいたします．ま
た，将来的に一般講演の講演者と講演題目をデータベース化するときに，会員番号をキーと
して用いることになります．） 
 セッション「無限可積分系」についても，講演の発表，募集は分科会と同じように公募形
式を取り，アブストラクト集の作成，特別講演も分科会と同様に行われます．講演希望の方
は，オンラインシステムまたは講演申込書の「希望分科」欄を「XI 無限可積分系」として
下さい． 
 複数の講演（実際に登壇すること）を希望される場合，今回は重要な注意があります．オ
ンライン申込をされる場合はすべての題目の講演申込をオンラインで行い，講演申込用紙を
用いる場合はすべての題目の講演申込を講演申込書を用いて行って下さい．また，講演申込
用紙を用いる場合，複数の分科会あるいはセッションにわたるときは，その分科会名あるい
はセッション名を講演申込書にご明記下さい． 
 ＯＨＰまたはプロジェクターの使用を希望される方は，オンラインシステムまたは講演申
込書で希望のものを申告して下さい． 
 なお，大会運営上時間及び講演件数を制限させて頂くこともあります． 
 予稿（アブストラクト）原稿も，下記の注意にしたがってオンラインシステムを用いるか
郵送によってご提出下さい．オンラインシステムで申し込んだ講演はオンラインシステムに
よって，講演申込書によって申し込んだ講演は郵送で（分科会によっては郵送または電子メ
ールで），アブストラクトをお送りください． 
 



 
 
 
 
 
 
 

オンラインシステム（APPサーバー）の URL: https://app.mathsoc.jp/ 

郵送の場合の講演申込先：〒464-8602 
愛知県名古屋市千種区不老町 
名古屋大学大学院多元数理科学研究科 
2010年度日本数学会秋季総合分科会 大会委員長 
庄司 俊明 宛  

封筒の表面に“講演申込”と朱書のこと． 

オンラインシステムによる申込締切：６月２７日（日）２３時５９分 
（オンラインシステムの受付開始は６月４日０時０分とします．） 

郵送の場合の申込締切：６月２５日（金）必着で申込先に到着するようお送り下さい．
（締切後の追加申込は受け付けられません．） 

申込件数の制限：応用数学分科会では，申込件数を１人当たり２件以内とします．  

申込用紙：講演申込書による場合，各題目ごとに，名簿とじこみの用紙，またはそれと
同じ形式のものを用いて下さい．（2010年度秋季総合分科会の開催情報のペ
ージ http://mathsoc.jp/meeting/nagoya10sept/ には「一般講演申込書」の
PDFが準備してあります．） 

予稿原稿：分科会による指定のない限り，２００９年度版会員名簿内の“学会アブスト
ラクトの書式”にしたがって作成して下さい．（２０１０年度秋季総合分科
会の開催情報のページから“学会アブストラクトの書式”がリンクされてい
ます．そこにはアブストラクト作成のための LaTeXクラスファイルのページ
もリンクしてあります．）また予稿原稿の送付期限も，講演申込と同じく， 

オンラインシステムの場合：６月２７日（日）２３時５９分 
講演申込書による申込の場合：６月２５日（金）必着 

とさせて頂きます．（統計数学分科会と応用数学分科会での講演に関しては， 
別途説明があります．） 

キーワード・分類コード：函数論，統計数学，応用数学各分科会への講演申込にあたって 
は，それぞれ次の分類コードから選んでオンラインシステムま 
たは講演申込書の備考欄にキーワード等を記入して下さい．  

函数論分科会：１［１変数函数論］，２［多変数函数論］  
統計数学分科会：１［確率論，確率過程論］，２［計画数学］，  

  ３［確率分布，標本分布，乱数］，４［実験計画法］，  
  ５［多変量解析］，６［時系列解析］，  

オンラインでの講演申込 オンラインでアブストラクトを投稿 

郵送で講演申込 郵送でアブストラクトを投稿 
（応用数学分科会は電子メールでも可） 



  ７［ノンパラメトリック解析］，８［漸近理論］，９［応用統計］，  
  １０［推測理論］（３－７に含まれないもの），１１［その他］  

応用数学分科会：１［解析系応用数学］，２［離散系応用数学］，３［その他］  
上の分類コードは，講演申込数の動向などに応じて改訂を検討することになっております 

ので，ご意見を連絡責任評議員（統計数学分科会と応用数学分科会の場合は予稿原稿送付先）
までお寄せ下さい．  

講演題目中の数式：すでに数学通信１４巻４号の会報でお願いいたしましたが，講演題目
に用いる数式は最小限に留めるようお願いいたします． 

 
ｂ）学会講演申込書・学会プログラムの名誉教授の扱いについて  
 ２００７年度版会員名簿「学会講演申込書を書くときの注意」の中に「名誉教授は空欄に
して下さい．」と記載してありましたが，２００８年３月２８日の理事会にて「学会講演申
込書には名誉教授であることをご明記いただき，学会プログラムでは名誉教授を表すマーク
を付けて所属欄に記載する」と決定しました．名誉教授の先生方は，講演申込書に「名誉教
授」を忘れず記載して下さい． 
 
ｃ）予稿集について 
 各分科会，セッションとも予稿原稿にしたがって講演予稿（アブストラクト）集を作りま
す． 
（１）基礎論及び歴史・代数・幾何・函数論・函数方程式論・実函数論・函数解析・トポロ
ジー分科会・「無限可積分系」セッション 
 上述の「ａ）講演申込について」の“予稿原稿”にしたがってご提出下さい．なお，予稿 
原稿を直接大会委員長宛に郵送される方は，講演申込書と同時にご提出下さい． 
（２）統計数学分科会 
 統計数学分科会では予稿集の原稿の締切は講演申込の締切と同時ではなく，郵送の場合は
７月２３日（金）必着，オンライン投稿の場合は７月２５日（日）２３時５９分 といたし
ます（原稿の PDF ファイルをアップロード）．ただしオンライン［郵送］で講演を申し込
まれた方は予稿集原稿も必ずオンライン［郵送］で提出して下さい．他の分科会での講演申
込を含めて，オンラインと郵送の２つの方法を決して混ぜないようお願いします．なお，郵
送による原稿提出の際には講演申込のコピーを添付して下さい．原稿は，会員名簿の最終ペ
ージに記載の書式を参照の上Ａ４用紙にて作成して下さい．郵送先は 

 〒223-8521 
 横浜市港北区日吉４－１－１ 
 慶應義塾大学医学部 
 南 就将 宛 
 Email: minami (at) hc.cc.keio.ac.jp 

です．提出された原稿を予稿集の大きさに縮小し印刷いたします． 
（３）応用数学分科会 
 応用数学分科会（別記のように申込件数は２件までに制限）では予稿集用の原稿締切を講
演申込締切と同時ではなく， 
 オンラインシステムによる場合は ７月２５（日）２３時５９分 
 郵送および電子メールによる場合は ７月２３日（金）必着 



とします．予稿原稿は１講演あたりＡ４（縦置）横書き４ページ以内とします．マージンは
上端２０mm，下端３０mm，左右端３０mm として下さい．講演予稿集は原稿をそのまま
Ｂ５に縮小して白黒で印刷しますからフォントサイズは９ポイント以上として下さい．ペー
ジ番号は入れる必要がありません．オンラインシステムによる申込の場合は原稿をオンライ
ンシステムで，講演申込書による場合は郵送または電子メールにより受け付けます．郵送に
よる場合はＡ４の原稿を 

 〒930-8555 
 富山市五福３１９０番地 
 富山大学理学部数学科 
 池田 榮雄 宛 

にお送り下さい．電子メールによる場合は 

 ikeda (at) sci.u-toyama.ac.jp 宛 

にお送り下さい．ファイルは PDF 形式に限定します．PDF 形式に変換する際はすべての
フォントをインクルードして下さい．また，PDF 形式に変換後のファイルを Acrobat 
Readerなどで印刷し，読めることを確認して下さい．予稿集の目次は，講演申込時の題目
で組みますのでご注意ください．なお，特別講演やスペシャルセッションについては４ペー
ジの制限は適用されません．詳細については評議員に問い合わせてください．応用数学分科
会では液晶プロジェクターの利用は原則的に可能としていますので，利用を希望する場合は
講演申込書に「プロジェクター利用」と明記して下さい．もし，やむを得ない理由で利用が
不可能になった時は応用数学分科会ニュース： 

http://www.math.u-toyama.ac.jp/~ikeda/oosu/dam.html 
にその旨掲載しますので適宜確認して下さい．応用数学分科会ニュースは応用数学分科会公
式ウェブページ http://isam.pm.tokushima-u.ac.jp/~imai/societywork/dam/damtop.htm 
からもリンクされています． 
 
ｄ）講演申込の確認について 
 今回はオンラインシステムを初めて運用いたします． 
 このことを考慮して，プログラム編成会議終了後に，講演者名と講演題目をウェブ上で公
開して確認していただけるようにします．７月１２日（月）から７月１６日（金）の間に準
備ができ次第，情報を秋季総合分科会のページにおいて公開します．（公開開始のニュース
を数学会の会員向けのニュースにおいてお知らせします．）確認した結果，何かお気づきの
会員は，７月３０日（金）までに program (at) mathsoc.jpまでご連絡下さい．そのときに，
いつの時点で講演申込をしたか，なるべく詳細にご連絡ください． 
 また，軽微な字句修正につきましてはお断りする場合もあることを予めご承知ください． 
 なお，この取り組みは今回限りとするかもしれないことをお含みおき下さい． 
 



スケジュール 下の図において統計数学・応用数学を除くすべての分科会・セッション
の申込スケジュールはオンライン・郵送ともに上段の流れ（分科会名が記載されていな
いもの）が該当します．  

 
 
ｅ）会合の申込について 
 各分科会または研究団体で，会合のために部屋の準備を必要とされる場合は，①会合の名
称，②責任者の氏名・連絡先，③使用の日時・人数，④弁当の有無等を明記した書面を下記
に提出下さい．なお，期限後の申込については，会場確保が不可能となる場合もあります． 

申込先：〒464-8602 名古屋市千種区不老町 
名古屋大学大学院多元数理科学研究科 
2010年度日本数学会秋季総合分科会 実行委員長 
金銅 誠之 宛 
封筒の表の面に“会合申込”と朱書のこと． 

申込締切：７月２日（金）必着． 
 
ｆ）無限可積分系 
 このセッションについては，日本数学会理事会の責任において行うものですが，今回の実
務的な責任者は白石潤一氏（東京大学大学院数理科学研究科）です． 
 
ｇ）企画特別講演について 
 企画特別講演は，１９９６年度第３回評議員会において承認され，１９９７年度年会より
始まった企画で，大学院生等若い会員が学会に参加してより意義のあるものにすることを目
的としています．講演者は，分科会評議員および「無限可積分系」セッション責任者からの
推薦をもとに，理事会が決定致します．講演は，学会期日中の第１日，第３日，第４日の３



日間の１３：００～１４：００に複数を平行して開催します．この時間は一般講演・特別講
演等の通常プログラムは設けません．また，アブストラクトは総合講演アブストラクトと合
わせて作成します． 
 
ｈ）書籍等展示の申し込みについて 
 賛助会員で書籍等の展示を希望される場合は，申込書２枚（日本数学会理事長宛，大会委
員長宛）を申込締切７月２日（金）厳守で下記（展示とりまとめ当番社）へお送り下さ
い．（締切後の追加申し込みはご容赦下さい．） 

送り先：〒113-0033 文京区本郷５－２８－１ 
          （株）友隣社 

電話：03-3814-0275  FAX：03-3814-1156 
 


